
 

 
 
私たちは今、これまでにない新しいアプローチで「地方創生」に挑戦しています。それ

は、「仮想空間側から地方を再生する」という試みです。 
この挑戦は、かつて十勝の開拓に人生を賭けた開祖「依田勉三」の意思決定と重なりま

す。まだ何もない原野に対して、「ここは必ず豊かな地になる」と信じ、行動した人がい
ました。その結果が、今の十勝です。 

このプロジェクトも同じ構造です。現時点では、まだ公式な完成形の事業ではありませ

ん。しかし、遊び心と未来への意思を持つ企業が集まり、すでに十勝から実証実験が始ま

っています。 
いま起きているのは、単なるデジタル化ではありません。人や企業が仮想空間に集ま

り、コミュニティが生まれ、新しい「経済圏の芽」が育ち始めている現象です。 
例えば、人口の定義そのものを問い直します。「現実人口 × 仮想人口」この掛け合わ

せによって、十勝はもう一度成長できるのではないか。これは、まだ誰も正解を持たない
領域です。 
 だからこそ、今この瞬間に関わる人や企業こそが、未来のスタンダードをつくる「当事
者」になります。 

このプロジェクトは、ある意味フィクションです。しかし同時に、依田勉三がそうであ
ったように、“最初は理解されない現実”でもあります。 

これからの地方は、次の世代が AI やテクノロジーを活用し、新しい価値を創造してい
くフェーズに入ります。企業には、その環境を整え、挑戦する場をつくる役割がありま
す。 

私たちは今、十勝から新しいエコシステム（共創の仕組み）を立ち上げようとしていま
す。 

これは、誰かが用意した未来ではありません。依田勉三がそうであったように、“信じ
て動いた人たちが現実にしていく未来”です。 

この物語の当事者として、共に挑戦しませんか！ 
 

この案内を手にとってくださった皆様へ！ 

【共創パートナー企業】 

◎合同会社歩（札幌市） 

◎株式会社 e-style（帯広市） 

◎行政書士法人とかちパートナーズ（帯広市） 

◎株式会社大畜エステート（札幌市） 

◎十勝海運株式会社（広尾町） 

◎株式会社十勝毎日新聞社（帯広市） 

◎とかちライフコンサルタント（帯広市） 

◎株式会社ノンファンジブル（札幌市） 

◎株式会社ピーオーピーオリジン（札幌市） 

◎藤丸株式会社（帯広市） 

◎株式会社丸正池田（帯広市） 

◎株式会社リョーワ（音更町） 

メタバースを活用した地方創生について考えてみませんか？ 

（五十音順） 


